
ところ、女子高生を中心に大流行。そこで、天然
石業界が世界に伝わる石の神話や伝承を“石の由
来や効能”として紹介し、「夢と願いが叶うパワ
ーストーンブレスレット」として販売した。する
と「本当に願いが叶う！」と話題となり、ブーム
が日本全国に広がり、さらに、アメリカ、ヨーロ
ッパ、中国へと拡大したという。筆者は、パワー
ストーンブレスレットを作ったのは風水を重ん
じる香港・中国の人たちだとずっと思ってきた
が、意外にも日本人だったのだ。ジェイドマーケ
ットにならぶパワーストーンのブレスレットも、
そのルーツは京都のみやげ物だった。
　この日本発祥の秘話を教えてくれたのは、「香
港インターナショナル・ジュエリー・ショー」に
も出展経験のある株式会社グランド代表の西田
智清氏。「ジュエリー・ショーでは、最近中国人

バイヤーが激増。トップグレードの宝石を粘り強く交渉
してまとめて買っていきますね。今や中国・北京の流行
で天然石の相場が上がり、在庫も無くなる時代です。北
京のトレンドはラピスラズリ、ターコイス、アンバー、
赤珊瑚あたり。中国ではビジネスに成功した人が身につ
けたパワーストーンブレスレットは、すぐに反響を呼
び、価格が上昇します。『香港インターナショナル・ジ
ュエリー・ショー』は、天然石市場から世界の景気がわ
かるショーなんです。」と西田氏は言う。　石ひとつで世
界が見える、やはりパワーストーンなのだと思う。

　ジャッキー鶴丸／（有）ジャネットインターナショナル代表
　取材撮影協力／株式会社グランド

　古来、さまざまな意味や効能が伝わり、儀式などに用
いられたという神秘的な石、パワーストーン。石をパワ
ーストーンと呼ぶのは日本だけで、海外ではジェムスト
ーンあるいはクリスタルと呼ばれている。日本語表記は
半貴石。貴石（宝石）の代用品として流通していたが、
1980年代中頃にブレスレットブームが始まり、芸能人
やスポーツ選手など著名人が身につけるようになったこ
とで、その人気は不動のものとなった。この「パワース
トーンブレスレット」、実は日本発祥だということをご
存知だろうか。
　1980年代初め、京都で石をゴムひもで組んだ「数珠
レット」という観光みやげ的ブレスレットを売り出した
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係は知らないが、若い極めて優秀な経営者であった）が
ほかの何社かの経営者と共に選ばれた。私はそのあとの
懇親会に招かれ 3人で話したことがある。 柳井氏も
Novel社やSilasから色々学び、中国での安い賃金を利用
して中国本土で繊維産業を立ち上げたと聞いた。
　さて、話を私の居た1980年代後半の香港に戻す。当
時中国内に行くにしても中国の飛行機しかなく定刻発着
は望むべくもなく（今でも同じだが）、政府の高官が乗
ると一般人は搭乗できなくなるなど何かと不便であっ
た。チャオさん一族が投資したドラゴン航空の発足は日
本人社会でも大歓迎であった。チャオさんから誘われて
ドラゴン航空の香港・鹿児島路線開設便に乗ったことが
ある。一行はドラゴン航空関係者と出資者の関係者及び
スワイアのGledhill夫妻などで実に愉快な鹿児島見物で
あった。私ども夫婦も東京以外の日本は全く経験がなく
香港関係者と同様に珍しい鹿児島を楽しんだ（実は鹿児
島以外にもその後、Gledhill夫妻と札幌周遊をしたこと
がある）。霧島に泊まったり、知覧の武家屋敷を見たり、
指宿の砂蒸し風呂など皆で楽しんだが、驚いたことには
チャオさんは本屋を見るとそこに立ち寄り日本の本を
次々と買っていくことであった。本好きというより香港
で日本の本に飢えていて、久しぶりに日本語の本に出会
って本当に嬉しそうな様子であった。
　ある時、日本人商工会議所と日本人クラブがサザビー
ズの骨董品入札会で慈善事業として落札品を慈善事業に
寄付することとなった。たいした金額ではないが私と東
京銀行の橋本さん等で参加したが誰もこの種の入札はや
ったこともなく、どんどんスピーディに進行する中で茫
然としていたら偶然チャオさんと会った。実はかくかく
しかじかと希望の品を話したところ、主催者側とうまく
話をしてくれたのか落札となり当初の目的を達したこと
がある。チャオさんの趣味は清代のアヘン用のパイプの
蒐集と聞いたが、どんなパイプなのかは記憶にない。
　香港でもチャオさんのお宅に招かれたことがある。記
憶が正しければ九龍塘 （Kowloon Tong）であったと思
うが、香港の金持ちの家というより日本の家のような雰
囲気であったように思う。
　Novel Groupについては別途書きたいと思っている
が、1990年代初めに上海に巨大なNovelビルを建て、不
動産・土地開発などに本格的に進出していた。一方繊維
関係ではその後中国での生産コスト上昇、ワーカー不足
などを見通してベトナム、バングラディッシュと生産拠
点をシフトしてゆくなどまさに我々も学ぶべき香港企業
の先端をゆく企業だ。

　昨年11月22日の香港紙South China Morning Postに
チャオさんの記事が出た。日本で学んだビジネスマンが
中国の大学に日中学生交流のための寄宿舎の寄付基金設
立というものだ。私が日本に戻ってからチャオさんとの
直接の交流はなかったが彼と彼の一族が経営するNovel 
Enterpriseの驚異的な発展ぶりは色々な機会に聞いてい
た。私自身繊維取引とは無関係な世界にいたので、チャ
オさんから繊維業界について詳しい話を聞けなかったの
は残念だが、チャオさんは広く香港の日本人とも付き合
っていたので、私も商工会議所の会など色々な機会にチ
ャオさんと話ができた。読者の中にもチャオさんと昵懇
な方は多いと思う。
　彼は1957年に18歳で日本に留学した。上海生まれで、
革命によって多くの上海人が香港に逃れたように、彼も
家族と共に香港に移住した。
　上述の香港紙では当時香港の学生は英国か米国に留学
するのが普通であったが、彼の父が繊維で中国本土と取
引をしており冷戦下でもあり英・米では留学を受け入れ
てくれないと考え、日本留学に決めたとしている。私の
想像では彼の父K.P.チャオさんはファミリービジネスで
あったNovelを世界中の有名ブランドへの製品供給企業
に拡大し（私の知っているブランドだけでも米国では
Calvin Klein、GAP、Poloなど、英国ではMarks & Spencer
など、日本でもユニクロ、イトーヨーカ堂、ジャスコな
どに納入）、更に繊維業のみならずドラゴン航空の創設
など幅広く企業活動を行った人物だが、かなり前から中
国の大学に寄付を行うなど、本人は内戦で学業の道を閉
ざされたが、息子には何とか学問をさせたいと考えてい
たのではないかと思う。創業者のK.P.チャオさん、その
ご子息、およびお孫さんまで皆さんが優れた経営者で極
めて優秀な頭脳を持った人々でNovelを大企業に育て上
げた訳だ（確かチャオさんの姉妹の方だと記憶している
が、マカオの立法会議長を務められた優秀な方もいてマ
カオとの取引では色々お世話になったこともある）。チ
ャオさんも日本留学時代は余程頑張ったに違いない。日
本語学校に通い東大に入っている。東大での寄宿舎生活
が若い学生同士の交流を深めると考え、前掲の寄宿舎の
基金設立に繋がったものと思う。東大で機械工学を専攻
し、更にイリノイ大学で修士課程に進んだ。色々な大学
に寄付をしているようで、早稲田で聞いた話では留学生
支援でユニクロの柳井会長と早稲田にお金を寄付して中
野に国際交流会館を建てられたとのこと。10年前の話
だが某新聞社の新進気鋭の経営者として、柳井氏と
NovelのCEOをやっていたSilas（チャオさんとの血縁関

送電線路調査の
為、車や船でア
チコチ走り回っ
たが、当時深圳
はまだ経済特区
に指定されたば
かりで三洋電機
の工場のほかは
めだつものは何
もなかった。コ
ーズウェイベイ
には日本の百貨
店 が た ち な ら
び、街のネオンサインも日系の電機メーカーの名前が目
立っていた。
　その当時の香港や深圳の様子を思い浮かべると今では
街の建物も、港湾施設も旅行者の顔ぶれも信じられない
程大きく変化している。その変容の度合い、発展の速度
にはまさに瞠目すべきものがある。それをもたらした原
動力は中国の急速な発展であり更に言えば香港人特有な
エネルギッシュな活力であろう。この急ピッチな発展
に、世界一着陸が難しく、指折りの危険をはらむ啓徳空
港が耐えられる筈はなく、新空港建設に至るのは自然の
成行きであろう。しかしその啓徳空港跡地の活用方法と
して、更なる観光客を呼び込もうとアジア最大のクルー
ズ拠点とするという構想力、その為に82億香港ドルを
投資するという決断力、そして啓徳空港廃港後15年で
クルーズターミナル開港を実現するというスピード力
は、成田や羽田の拡張で手間取る日本人にはまねのでき
ない、香港人ならではのものである。彼らの試算によれ
ばこの投資は5年程度で回収でき、1万人近い新規雇用
が期待できるという抜け目のなさもある。
　香港は中国伝統の行動規範と英国統治の原理がしなや
かにかみ合い、環境の変化に巧みに対応しながら発展し
てきたがそれは今後とも続くことであろう。香港は金融
や物流或いは観光やカルチャーなどこれまで培ってきた
経験・能力を基にしてPRD（珠江デルタ地域）全体を、
労働集約産業から付加価値創造産業の方向へ構造転換さ
せるという新たな役割を見出している。そのシンボルが
香港・珠海・マカオをつなぐ港珠澳大橋の建設である。
非常に気宇壮大な計画で、2016年の開通を目指して建
設工事が進められているが、これが実現すれば香港から
珠江デルタ西部の諸都市への所要時間は3時間以内とな
る。旅客にとっても貨物輸送にとっても画期的なことで
あり、物流・観光・貿易・金融など各分野で、機を見る
に敏で、変化に柔軟に対応する香港人にとって多くの新
たなビジネスチャンスがうまれる。香港が思いもかけな
い姿に変貌してゆくことになるであろう。

　私はこの度、初代財前宏様、二代国場幸一様の後をう
けて三代目全国連合会会長に就任致しました。微力では
ございますが連合会の発展のために尽力する覚悟ですの
で会員の皆様方には何卒ご支援ご鞭撻を賜りますよう宜
しくお願い致します。
　私は昨年の香港フォーラム二日目（12月4日）夕刻、
オプションプログラムのカイタック・クルーズ・ターミ
ナル訪問ツアーに参加した。一部に境界を越える所があ
るのだろうかパスポートを持参せよとの条件付きであっ
た。グランドハイアットホテル近くから20人程が小型
バスで現地に向かった。半年前の6月に寄港第一号船を
受け入れたそうであるが、建設関係者らしき人々以外は
誰もおらず、がらんとしたコンクリートの建物であっ
た。全長が850メートルもあり、22万トン級の世界最大
客船が接岸できるバースが二つもある大規模なものだ。
建物は4階建ての大きなビルで、空港と同じように、ロ
ビーや受付デスク、出国手続き・入国手続き・手荷物取
出しなどを行う施設があり、そして客船が接岸して旅客
が出入りする設備などを、丁寧に案内してくれるガイド
役の説明を聞きながら見て回ったが、とにかく広いので
歩き疲れるほどだった。最後に屋上に出ると、目の前に
美しい庭園とモニュメント風な建物がのびやかに開けて
いて大変印象的であり、ビクトリア・ハーバーを望む景
色も素晴らしかった。案内の途中で親しくなった中国人
の女性たちと会話を楽しみながらあちこち散策した（因
みにこのターミナルの建設は日本の五洋建設が行ったと
のこと）。
　皆様ご高承の如く、この場所には、1998年にランタ
オ島にチェクラップコク空港が開かれるまで、啓徳（カ
イタック）空港があった。機体を旋回させながらビル群
すれすれの高さを飛行して着陸する香港アプローチは、
世界一着陸が難しく、危険なことで有名であった。私が
初めて啓徳空港に降りたのは、1975年中近東に赴任す
る為のパンナム世界一周西回り便のトランジットであっ
た。その後もしばしば啓徳空港におりたが空港免税店に
立ち寄るのみで、実際に香港の街に入ったのは1980年
代に入ってからである。私の勤務先にとって、香港電灯

や中華電力は日本
の電力会社と並ぶ
ほどの上得意であ
り、香港島周りの
海底ケーブル敷設
や地中・架空送電
線建設の仕事をし
ていた。ラマ島や
大亜湾の発電所は
送電の起点となる
所で度々訪れた。

日本香港協会全国連合会会長　木全　千裕

密集する九龍のビルの谷間に降下する旅客機
（写真：J.Koyanagi）

Kai Tak Cruise Terminal

香港財界人との交流 　ロナルド・チャオさん
日本香港協会会員　財前　宏

カイタック・クルーズ・ターミナルに想う
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イベント満載

　さらに、香港では今年
も様々なイベントを開催
し、日本の皆様をお待ち
しております。夏のセー
ル 時 期 に は 「 香 港
Summer Fun」というプ
ロモーションを開催し、
ショッピングやレストラ
ン は も ち ろ ん の こ と、
様々な観光施設でも夏の
特別イベントを開催しま
す。9月 4日から 9月 10
日には「中秋節」のお祭
りがおこなわれます。今年も、大規模なランタンカー
ニバルを行う予定です。また、11月の食のプロモー
ション「香港ワイン＆ダイン・フェスティバル」に先
駆けて、10月30日～11月2日までは恒例のキックオ
フイベントが開催されます。このフェスティバルは、
美しい香港のスカイラインをバックに屋外で各国の上
質なワインや香港の食を楽しめるイベントとして、地
元の人や観光客に高い評価を得ているイベントです。
　そのほか、11月から2月までは、香港の自然を楽し
む「グレートアウトドア香港」、そして11月下旬から
来年1月初旬までは、ロマンチックなイルミネーショ
ンを楽しめる香港ウィンター・フェスタを開催いたし
ます。また、12月31日には、今年も大規模なカウン
トダウンイベントを行う予定です。
　日本と香港のさらなる発展には観光がより重要な役
割を担うと考えております。引き続き日本香港協会の
皆様のご支援とご協力をお願いしたいと思います。ま
た、皆様をはじめご家族やご友人の香港への渡航を心
よりお待ちしております。

やメニューの情報がまだ日本には十分伝えられていま
せん。そこで日本人にお勧めの店の情報をテレビ、雑
誌、インターネットを通じ発信し、旅行の動機付けを
していきたいと思います。美味しい店でいい体験をし
て満足した旅行者は、帰国後、その体験を身近な人に
共有し発信してくれます。協会の皆様は、さまざまな
いい情報を持っていると思いますので、是非日本人に
お勧めの香港食情報を発信いただければ幸いです。

「EXILE」の起用
　また、2014年は人気グループ「EXILE」の皆さん
に香港観光親善大使を務めて頂いております。幅広い
ファン層を持ち、元気でエネルギッシュなEXILEの
イメージと、香港の活気あふれる魅力が合致すること
から、昨年11月に任命をさせていただきました。早
速、4月にはメンバーの中から TAKAHIROさん、
AKIRAさん、MAKIDAIさんの3名に香港に渡航して
いただきました。その結果、日本テレビの朝の情報番
組「ZIP！」やフジテレビの「バイキング」などのテ
レビ番組や女性誌の香港特集で幅広く、食、観光、エ
ンターテイメントの魅力を PR して頂きました。
EXILEのメンバーの皆さんには、引き続き香港の様々
な魅力を発信して頂きたいと考えております。

ります。そこでもう一度香港の優位性を強調し直し、
香港に行ったら必ずやるべき体験を具体的に提案して
いきたいと考えています。また「消費者は消費者を信
じる」この時代には質の高い口コミをネット上で増や
すことも行っていきます。

「食」を通した香港の深み

　本年度のキャンペーンは、香港の優位性の中から食
を選び、「香港食道」（ほんこんしょくどう）と題し、
香港の「食」の魅力に焦点を絞りプロモーションを行
っていきます。「香港食道」というコンセプトには、
さまざまな意味が込められています。一つは香港の街
全体に、大きな「食堂」というイメージを持たせるこ
と、また、ここでは敢えて、「道」という文字を使う
ことにより、香港には「食」からつながる様々な教え
や健康法などがあることを表します。そこで香港の食
の魅力を歴史や文化背景ともに紹介したいと思いま
す。
　香港には、ミシ
ュランの3つ星レ
ストランや夜景の
美しいレストラン
から、ローカルの
人々の人気を集め
るカジュアルなお
店まで、幅広いレ
ンジの食が体験で
きます。残念なが
ら、そういった具
体的なレストラン

渡航者数の順調な回復

　皆様、はじめまし
て。 昨年 10月に香
港政府観光局日本局
長に着任いたしまし
た、堀和典と申しま
す。日本香港協会の
皆さまには、平素よ
り私どもの香港への
観光誘致に様々なご
協力を頂き心から感
謝申し上げます。
　香港へは以前より
出張などで渡航する機会はありましたが、改めて観光
マーケティングの視点からみると、親日的な香港人、
豊富な観光資源、そして増え続ける日本 －香港間の航
空座席量を知り、まだまだ渡航者数を伸ばしていける
旅行先であると確信しました。
　2013年の日本人渡航者数は、領土問題の影響で約
106万人と前年比16％減となりましたが、昨年10月以
降は順調な回復をしております。2月には、キャセイ
パシフィック航空が関西空港発着便を増便、3月末か
らは香港航空が鹿児島線を週2便で就航、さらに、4
月から香港エクスプレスが福岡線を週７便で就航する
など、消費者の利便性がさらに高まっています。2014
年は、120万人の渡航者数を目指して、消費者の需要
喚起と旅行業界とともに集客に向けた活動に力を入れ
ていきます。

具体的な体験を提案

　昨年11月初旬には、東京の六本木ヒルズで大規模
な消費者向けイベント「香港Live at 六本木ヒルズ」
を開催しました。本イベントでは、香港の人気レスト
ラン添好運點心専門店と鴻星海鮮酒家よりシェフを招
き試食会や、香港の魅力を伝えるステージイベント等
を開催し、悪天候にも関わらず１万３千人もの来場が
ありました。また、このイベントを機に昨年秋以降
は、多くの媒体が香港の観光魅力を取り上げており、
香港への興味喚起が一層高まっていると思います。
　現在香港は観光地としての認知も高くイメージも良
いのですが、香港に行ったことがない旅行者には今す
ぐに行こうと思う欲求が低く、ここ数年減少傾向にあ

4

香港政府観光局、2014年は「食」に焦点
香港政府観光局日本局長　堀　和典

「香港Live at 六本木ヒルズ」
セレモニーには2014年香港観光親善大使EXILEも参加

本年度キャンペーン「香港食道」ロゴ

4月には香港観光親善大使のEXILEのメンバーが来港 香港ワイン＆ダイン・フェスティバル10月30日 -11月2日開催

中秋節のお祭り

堀　和典日本局長
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CMMS開講式には、
九州経済調査協会理
事長森本廣氏、二松
學舍大学文学部教授
牧角悦子氏、九州日
本香港協会会長石原
進氏、日本香港協会
全国連合会会長木全千裕氏、九州香港協会副会長佐々木 
克氏、日本香港協会全国連合会事務局長古田茂美氏、サ
カイオーベックス㈱特別顧問藤澤慶彦氏が出席され、そ
れぞれ挨拶を述べました。また、各会場の様子がモニタ
ーに映し出される中、受講生48名が各会場にて、一人
ずつ各々の受講の意気込みを語りました。
　なお、今期CMMSは4月開講、9月修了の約6か月間
の授業になります。理論・実践編の20講義に加え、前
期までの語学編として中国の歴史、文学、思想などを盛
り込んだ授業が、名称を新たに文化・思想編にかえて同
時にスタートし、二松學舍の4名の講師陣が10講座の授
業を担当します。
　私どもは主催者として、本スクールを通して、中国ビ
ジネスの新たな切り口の発見に貢献できればと願ってお
ります。

　日本香港協会全国連合会が主催する第11期チャイニー
ズ・マネジメント＆マーケティング・スクール（CMMS）
の開講式が4月3日に行われました。今期CMMSは、前期
までの東京、大阪会場に加えて、新たに九州会場での開
講が決まり、3会場をテレビ会議システムで繋いでの同時
中継の授業としてスタートしました。
　CMMSは2003年の開校以来、日本香港協会が主催し、
香港大学商学院華人経営研究センター、香港貿易発展局
の２つの組織が運営に協力しているスクールです。ま
た、対中国・アジア依存に備え、華人資本組織とその経
営行動様式を学ぶことができる独創的なカリキュラムに
よるスクールです。香港大学商学院華人経営研究センタ
ーの全面バックアップのもと、2003年に関西に開講し
た本スクールの最大の特徴は、カリキュラムとチャイニ
ーズの捉え方にあります。カリキュラムは2つの分野、
理論編、実践編からなり、それぞれの素養を、思考訓練
を通じて一人の人間に定着させるという画期的内容にな
っています。理論編では華人社会の基礎概念を歴史、思
想、社会学等から抽出して学習し、華人経営行動の分析
力をつけます。実践編では業務分野別に華人経営様式を
検討、実際に分析してみます。
　4月 3日に東京、 大阪、 福岡にて同時開催された

し、Ｌ/Ｃ（輸出信用状）を発行してもらおうと、邦銀
の力を借りるべく努めていた。自宅のHappy Valleyの
上の、Stubbs Road（司徒拔道）から、中環（Central）
に通っていたのだが、85年夏休みには家族が香港に来
ていた。
　そして、8月12日朝、なぜか前日からのTVを観ずに、
置地広場（Landmark）の日系銀行の支店に直行したと
ころ、支店長がいきなり、満席の日航ジャンボ機が墜落
したと、切り出したのには仰天した。そのフライトに
は、同業の関西系の商社の香港駐在員が乗っておられ
た。同氏は休暇で帰省中、実家の大阪に一刻でも早く帰
ろうと、予約済みのフライトの一便まえにウェイティン
グをかけたところ、誠に不運にもキャンセルがでて、こ
のフライトに乗れたとか。逆に乗り損ねた人はなんと好
運な人だろうか。私は、亡くなった方とは面識がなかっ
たこともあって、「人間万事塞翁が馬」と運命の皮肉を
実感していたところ、件の支店長が「君！歌手の坂本九
を知っているか」と聞く。私が「知っているが、それが
どうした」と問い返すと、彼も乗っていたと聞いて、む
しろこっちの方がびっくりした。
　群馬県御巣鷹山に墜落したのは、東京発大阪行き日航
123便。524人の人が乗っていた。上述のスペイン時代、
カナリア群島テネリフェ空港でもっと犠牲者がでた事故
が起きたが、こちらは滑走路上で2機のジャンボ機がぶ
つかったので、1機としては、日航機の事故が世界最大
であった（今でもそうかもしれないが）。今年も現地で
慰霊祭のような式典がもよおされようが、安全がすべて
の前提に変わりはない。四半世紀すぎたが、事件が風化
しないようにしてもらいたい。
　ユーゴからこの日までの15年間、坂本九さんのファ
ンだったといえば、作り話に聞こえようが、あのニキビ
だらけの人懐っこい顔は忘れられない。私の場合とくに
友人、家族が巻き込まれたわけではないが、「上を向い
て歩こう」は、一生忘れられない香港の思い出の曲とな
っている。安易にカラオケで口になどせず、大切に心に
しまっておくことにする。

　1970年5月、当時私はイタリア・ミラノの駐在員だっ
た。たまたま冷凍魚の荷揚げで、ヴェニスに出張してい
たが、好都合に土曜日の午前中に荷役完了。そこで車を
とばして、前から行きたいと思っていたユーゴスラヴィ
ア（現クロアチア）にむかった。
　国境の町トリエステを過ぎ、ユーゴに入るころから、
突然の雨。引き返そうかと思ったが、逃げ水を追いかけ
ているうちに雨がやみ、夕方目的地、ロヴィンニヨで水
泳を楽しむことができた。こんな遠いところ日本人なん
か、来ない。その3年ぐらい後に、大橋巨泉のTV番組
11PMが、この地で撮影され、日本人第一号として叫ん
でいたのをみて、こちらが先だぞと、言いたくなったの
を想いだす。
　アドリア海に西陽が沈む頃、駐車場のおじさんに教え
てもらい、予約なしに一軒の高級レストランに入ったと
ころ、テーブルに着くやいなや、ピアニストが目ざとく
私を見つけて、「上を向いて歩こう」（なぜかスキヤキソ
ングと呼ばれていたもの）を弾き始めたのには驚いた。
平均的な日本人体格を見破ったのか、ともかくにも、強
い望郷の念に駆られたのは事実だ。
　その後スペインに長くいたのだが1984年12月19日に
支店長として香港に着任した。その日北京では、サッチ
ャー英首相と、趙紫陽中国首相との間で、香港問題に関
する、中英合意文書が調印された。これより前に、鄧小
平とサッチャーとの間で基本路線（一国二制度、50年
不変など）は決定されていたのだが。まさに画期的な日
に現地にいあわせた幸せを、私はかみしめた。中国への
返還は、1997年7月1日となる。
　香港人にとって、二つの制度などうまく行くだろうか
と、心配になるのは当然で、金持ちはカナダ他に移民を
準備、何もない人はそのまま、中間層が一番悩んだ。結
果的には総論うまく進んだのだが。
　さて85年春節が過ぎ、私はいろんなプロジェクトを
開始したのだが、この頃の中国は貧しく、一方、1ドル
は240円前後（プラザ合意の前）、本当なら日本よりの
輸出が大変有利。当時私は食品機械のプロジェクトをか
かえており、なんとか中国側に、輸入ライセンスを取得

あの時　この曲  in  香港　坂本九「上を向いて歩こう」
日本香港協会会員　入江　央

第11期　チャイニーズ・マネジメント＆マーケティング・スクール
日本香港協会　全国連合会 

第21回横浜ドラゴンボートレース2014
に参加

　今年も横浜開港祭
のメインイベント、
今では初夏の横浜の
風物詩となっている

「横浜ドラゴンボー
トレース」 が 6 月2
日の横浜開港日をは
さみ5月31日から6
月8日までの週末の
土日に、山下公園前の海上で開催されました。
　その起源が紀元前三世紀の戦国時代の中国、楚の国に
遡ると言われている龍舟競漕（ドラゴンボートレース）。
1976年の香港国際龍舟祭りで競技化されて以来、今では
世界38か国以上に広がっているそうですが、1994年に第
13 回横浜どんたく開港祭 （現在の横浜開港祭）のマリン
イベントとして香港よりドラゴンボート6艇を横浜に移
送し、第１回目の横浜ドラゴンボートレースを開催して
から、今年で第21回目の開催となり、氷川丸をバックに
約200チームが260ｍの熱き戦いを繰り広げました。
　日本香港協会からは、6月8日小雨のばらつく中、香港
太平山會（Hong Kong Tai Ping Shan Club）チームが香
港カップに出場しました。第６レース予選１回目は、息

の合ったパドル捌きと舵で激しく水しぶきを上げて力走
し、なんと1位（1分44秒80）でゴール。また、2回目
にも1分44秒61（2位）と健闘しました。
　この大会は基本的に雨天決行。どんな条件でも真剣に
戦い、真剣に楽しむのが、横浜ドラゴンボートの魅力だ
そうです。レースの舞台となった山下公園内には香港経
済貿易代表部の他様々なブースが並び、ステージイベン
ト、ダンス等お祭り満載で、梅雨の合間の楽しい交歓の
ひと時となり、終了後中華街にて恒例の打ち上げを行い
ました。

菅沼義夫氏に瑞宝小綬章
　菅沼義夫氏（元経済産業省）は今年春の叙勲で、瑞宝
小綬章を受けられました。
誠におめでとうございます。
　同氏は香港駐在より帰
国後、1988 年日本香港協
会の創立及び2002年NPO
法人登記等、長きに渡り当
協会の事業活動に参加、功
労者のお一人です（現総務
担当副理事長）。
　今後の益々のご健勝を
お祈り申し上げます。 菅沼義夫氏

TOKYO NPO法人日本香港協会
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であった。また本年は中京日本香港協会としての理事分
担による組織体制が豊島会長の下、5部門に分科会を設
けた。上記のレクリエーション部門は①。他に、②は文
化交流会（ワールドフェスタ参加、語学教室、名古屋市
との文化交流、③は広報・情報（飛龍、会員案内、ホー
ムページメンテナンス）、④はセミナー（春、秋開催、
春節パーティーを企画）、⑤は香港とのパイプ（ビジネ
ス）増強（香港フォーラム本支部交流会、東京本部との
窓口）。以上、各理事28名分担による組織を創りあげて
ゆく所存である。

日本香港協会　全国連合会
〒102-0083　東京都千代田区麹町3-4　トラスティ麹町ビル6階

香港貿易発展局　東京事務所内
電話（03）5210-5901　FAX（03）5210-5860

　　　NPO法人日本香港協会（東京）
　　　　〒102-0083　千代田区麹町3-4　トラスティ麹町ビル6階

香港貿易発展局内　電話（03）5210-5870

　　　関西日本香港協会
　　　　〒541-0052　大阪市中央区安土町2-3-13　大阪国際ビルディング10階

香港貿易発展局内　電話（06）4705-7030

　　　中京日本香港協会
　　　　〒460-0003　名古屋市中区錦2-11-27　TH錦ビル8階

株式会社喜斎内　電話（050）3620-2517

　　　九州日本香港協会
　　　　〒812-0011　福岡市博多区博多駅前2丁目9-28　会議所ビル1階

地域企業連合会　九州連携機構 内　電話（092）451-8610

　　　山形日本香港協会
　　　　〒990-2432　山形市荒楯町1-14-21

（株）日本不動産コンサルティング内　電話（023）633-2110

　　　北海道日本香港協会
　　　　〒060-8661　札幌市中央区大通西3-11

北洋銀行国際部内　電話（011）261-4288

　　　宮城日本香港協会
　　　　〒980-0811　仙台市青葉区一番町3-7-23　明治安田生命仙台一番町ビル3階

（株）JTB東北　交流文化事業部内　電話（022）212-5552

　　　沖縄日本香港協会
　　　　〒900-0033　那覇市久米2-2-10

那覇商工会議所内　電話（098）868-3758

　　　広島日本香港協会
　　　　〒730-0052　広島市中区千田町3-7-47　広島県情報プラザ3階

（公財）ひろしま産業振興機構　国際ビジネス支援センター内
電話（082）248-1400

　　　新潟日本香港協会
　　　　〒951-8052　新潟市中央区下大川前通四ノ町2186番地

愛宕商事株式会社内　電話（025）365-0001

URL　http://www.jhks.gr.jp

夏季会員親睦会二題
　毎年のことながら一年一年の過ぎゆく早さに驚き、当
中京日本香港協会も創立来24年経過した記録を見るにつ
け歴史の重みが感ぜられる。まさに光陰矢の如しである。
夏場は、協会会員の皆さんにレクリエーションとして楽
しんで頂く機会として山あるいは海に繰り出すのが気分
転換になり、又もう一方で静かに茶の世界に浸り暑さを
凌ごうとの、動と静の二分化も会員の親睦会のテーマと
して取り組んでいる。本年も中京地区としては、会員特
に個人会員を増強すべくビジネスセミナーの他、会員相
互間の親睦にも力を入れており実施状況を報告としたい。
　まず、静として中国茶のいれかた、実演を含めこの4月
に発足した中京バウヒニア会第 1回目として 4月 20日

（日）泡茶師柿並氏を特別講師として招き会員、友人含め
18名にて食事も兼ね中国の茶の湯を楽しんだ。講師より
レシピ、自宅で出来る茶葉土産に、普段の日本茶とは違
う世界も体験提供したのではないかと思われる。第2回を
予定してもらいたい旨の要望もあり、徐々に拡がりを企
画してゆきたい。但し、時間と心の余裕を各位に如何に
PRするか時急がず趣向こらして企画提案してゆきたい。
　又、動としては6月1日（日）海の企画として伊勢湾
クルーズを企画した。2年に1度程度で夏場の一服の避
暑気分を味わってもらうべく、貸切の4時間強の洋上ク
ルーズであり今回も名港海運 (株 )「白鴎会」のメンバー
との同乗体験として、家族連れの会員も散見された。今
回64名の参加者と共に半日バイキングと空港セントレ
アの飛行機の離着陸を間近にカメラに収める会員も多
く、太平洋フェリー「いしかり」総トン数15,800トン、
全長200メートル旅客777名、乗用車100台を輸送、名
古屋港～仙台～苫小牧を往復している巨体を身近に観る
とその大きさに驚かされる。今回もアトラクションとし
て、新年会の古典インドダンスに続き夏季はフラダンス
ならびに抽選会など会員には少しながら清涼感を提供し
たと自負している。2年に1回の貴重な体験として好評

KANSAI

昼食セミナー開催

◆ヨーロッパ陶磁器の歴史よもやま話
　関西日本香港協会では会員同士の交流と勉強会を目
的に、毎年一回昼食セミナーを開催しています。今回
は去る 6月 6日（金） に大変人気の高いレストラン

“Lawry’s The Prime Rib, Osaka”で、当協会理事でノ
ーブルトレーダース株式会社代表取締役社長の辻昇氏
に「ヨーロッパ陶磁器の歴史よもやま話」についてお
話いただきました。おいしいカリフォルニアワインと
ローストビーフのお食事をいただきながら26名の参加
者が親しく懇親を深め、辻氏の興味深いヨーロッパ陶
磁器の歴史を学び、大変有意義な会になりました。
　辻社長は1976年に創業され、「ブランド洋食器ル・
ノーブル」のお店として有名で、バカラやウェッジウ
ッドなどの輸入食器をはじめ、インテリア・キッチン
アイテムなど世界中の優れた商品を取り扱う専門店と
して直営店を関西に5店舗、東京に3店舗、ネット販
売店4店舗を経営し、「世界中の優れた商品をより適
正な価格で、より速くお届けする」との方針を徹底し
て事業に成功しておられます。陶磁器製食器類の輸入
額が2006年の324億円から2012年には237億円に減少
している中で、ヨーロッパのブランド品が中国（輸入
シェア：2012年／62.6％）やタイ（輸入シェア：2012
年／9.5％）から多く輸入されている状況を説明され
ました。
　また、ヨーロッパで磁器が生産され始めた1709年
以降美術品を愛好した王室と技術者とが複雑に絡み
合った歴史、特にドイツのマイセンとウィーン磁器
工房、アウガルテンとハプスブルグ家、景徳鎮で有
名な中国との関係など興味深い世界の陶磁器の歴史
を豊富な映像でユーモアを交えて解説していただき
ました。

文化部セミナー開催

◆中国ベビーマタニティ市場とMade in Japanのステ
ータス

　大阪の小売市場は円安の影響もあり、中国や香港・台
湾などの華人圏、韓国他アジアからの観光客が増えてお
り、心斎橋などの地域商店街・小売店舗の売上の3～4
割を購買意欲旺盛な外国人客が占めるようになっていま
す。このような市場の状況変化の実態を知り、中国を中
心とした双方向ビジネスの機会と課題・問題点を探る契
機になればと思い、4月24日（水）に香港貿易発展局大
阪事務所のセミナー室で「中国ベビーマタニティ市場と
Made in Japanのステータス」と題した講演を、株式会
社赤ちゃん本舗の元取締役（現 Image Box Company主
宰）の仲濱千佳司氏にお願いし、15名が参加しました。
　仲濱氏は赤ちゃん本舗在職中に商品本部長、業務本
部長としてネット通販や中国プロジェクトの責任者の
仕事をされました。現在も三井物産系列企業などで海
外商品開発、新規事業のマーケティングとブランディ
ング支援・実行管理受託などの分野で活躍中です。
　中国の経済成長が支える消費の拡大やインターネッ
ト人口・普及率推移（6億人、20～25歳の普及率40
％）、消費者カテゴリーと消費嗜好（新興富裕層は平
均年齢39歳と若い、注目の若年層はお洒落や娯楽に
積極消費、日本のアニメなど外国文化に関心が高い）
などを統計資料に基づいて説明され、また、赤ちゃん
本舗の店舗で中国人客がまとめ買いして中国に帰り、
2～3倍の値段で売っているという状況や、中国で赤
ちゃん本舗を真似た店舗が出現して迷惑している様子
などを紹介され、Made in Japanのブランドを守り事
業の発展を実現するには、日本の商品の良さを真剣に
お客様に教える代理店を大事にして情報を共有・現地
販売をしっかりコントロールする体制づくりが大事で
あると話されました。

文化部セミナー講師、Image Box Company 主宰　仲濱千佳司氏 昼食セミナー（講師、ノーブルトレーダーズ㈱辻昇社長）

関西日本香港協会

関西日本香港協会　事務局

CHUKYO 中京日本香港協会

中京日本香港協会事務局長　佐藤　亮一

フラダンス

フェリー　いしかり
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設立5周年記念 九州日本香港協会 
平成26年度通常総会・特別講演の開催

　九州日本香港協会では7月11日（金）にグランドハ
イアット福岡にて平成26年度通常総会・パネルディ
スカッション・交流会を開催しました。総会では平成
25年度事業報告・収支決算、平成26年度事業計画・
収支予算、山九株式会社福岡支店支店長三輪浩氏の副
会長新任などすべて全員一致にて承認されました。
　総会後のパネルディスカッションでは「九州での新
規事業～チャイニーズ・マネジメント＆マーケティン
グ・スクール（CMMS）の意義と狙い」と題して、パ
ネラーとして九州経済調査協会理事長森本廣氏、西日
本新聞社編集局総務傍示文昭氏、九州日本香港協会副
会長佐々木克氏に登壇いただき、香港貿易発展局日本
首席代表の古田茂美氏がモデレーターを務められまし
た。
　ディスカッションの中では、「九州日本香港協会は
設立５年目の節目である今年の４月より、中国アジア
市場へ九州企業が輸出拡大していく為の羅針盤となる
対中事業人材育成教育『CMMS』を開講している。
CMMSは香港大学のツェ先生が確立された華人経営
研究所の学術的方法を採用して、西洋的MBA的学術
知識の上に、アジア特有の多様な宗教や思想や哲学、
つまり中国市場になれば協調主義としての儒教や、対
峙競争主義としての中国兵法的考え方など、きわめて

土着的な行動文法を解明し明らかにしていく方法論を
確立している。このような学校はかつて日本には存在
せず、まさに香港大学ツェ教授と本協会の存在のお蔭
でこのような知見に九州が巡り会えた」といった活発
な内容の発言が行われました。また、古田茂美氏より
佐々木副会長に設立5周年記念として記念品の贈呈が
行われました。
　交流会では並田名誉顧問の挨拶の後、香港・日本経
済委員会委員長、新華集団会長、中国人民政治協商会
議全国委員会委員ジョナサン・チョイ氏、鹿児島県 
副知事佐々木浩氏、福岡市副市長中園政直氏より来賓
挨拶を頂いた後、参加した方々での活気ある交流が行
われ盛会でした。
　交流会の後、会場を九州経済調査協会のビズコリに
移して「華人経営の倫理と精神」を題してジョナサ
ン・チョイ氏の特別講演を開催しました。新華集団か
ら、華人経営、中国市場まで、幅広い領域をご自身の
率直な経験や考えをもとに分かりやすく話され、出席
者にとってとても有意義な時間でした。
　今後とも九州日本香港協会は設立5周年を祝賀して
頂いた皆様への恩返しとして香港と九州の魅力をどん
どんアピールして両地域の発展に貢献していきたいと
思います。

ェディングドレス姿で小樽市役所前での受理式に臨みま
した。中松義治市長が婚姻届を受理し、市役所の職員や
市議会議員の方々が、フラワーシャワーやクラッカーを
鳴らして二人の門出を祝福しました。
　中松市長は、「小樽を第二の故郷と思っていただき、
これから何度も訪れていただければ嬉しい。おめでとう
ございます」と祝辞を述べられ、新郎新婦の二人も「親
切にしていただき、感謝しています。思い出に残る式と
なりました。ぜひ、また小樽に来たい」と、感激の様子
でした。北京語で「あなたを一生愛します」（愛你一世
我愛你）という意味を持つ「2014年5月20日」に挙式を
希望していた二人にとって、憧れの小樽で籍を入れるこ
とができ、忘れられない記念の一日となったようです。
　これから先も、北海道での「リーガルウェディング」
のニーズは増えて行くことと思われますが、小樽市では
外国人カップルに喜んでもらえるよう、これからも今回
得たノウハウを活かして「リーガルウェディング」を推
進していく考えとのことです。
　小樽には、二度、三度と訪れたくなる魅力が数多くあ
ります。建設当時の風情を今も残した「北運河」エリア
や、「小樽市鰊御殿」、「小樽貴賓館（旧青山別邸）」など、
にしん漁で繁栄した当時を感じられる祝津地区まで足を
伸ばすのもよいでしょう。また、冬の風物詩となったイ
ベント「小樽雪あかりの路」での、温かなキャンドルの
灯に彩られた美しい街並み、新鮮な旬の海産物など、四
季折々それぞれに異なる魅力を楽しむことができます。
　日本香港協会の会員の皆さまも、小樽の新たな魅力を
探しに、ぜひ訪れてみてはいかがでしょうか。

香港在住のカップルが小樽でリーガル
ウェディング

　小樽は、かつて北海道内最大の商業都市として栄え、
大手銀行や商社の支店が相次ぎ進出、海外との経済活動
も活発に行われていました。アメリカの金融街になぞら
えて、「北のウォール街」とも称された通りには、当時
の繁栄の面影を残した石造りの倉庫や、レンガ造りの歴
史的建造物などが数多く残り、ノスタルジックな街並み
が美しい「運河と坂の街」は、今でも多くの人々を魅了
しています。
　また、お寿司やスイーツなどの美味しい「食」や、ガ
ラス工芸の街としても名高く、山や海の豊かな自然と、
港町の風情が一つになった小樽の街は、地元の人たちだ
けではなく、多くの観光客に親しまれる、北海道で人気
の観光地の一つとなっています。
　小樽の平成25年度の観光入込客数は約710万人、平成
20年度以来5年ぶりに700万人を超えました。また、外
国人宿泊客数については、円安傾向に加え、東南アジア
5カ国に対するビザ発給要件の緩和などにより、対前年
度比160.2％の7万2,860人となり、過去最高を記録して
います。国・地域別で見ると、平成19年度から7年連続
で香港が最も多く、 平成 25年度の宿泊客数は約 1万
9,000人と、外国人宿泊客の26％を占めています。
　外国人の方々は、自分たちのこだわりを形にしたいと
いう熱意が強く、美しい景色を背景にウェディングドレス
姿で記念写真を撮る「フォトウェディング」を目的に訪
れる外国人観光客も多く見られます。小樽の風情ある街
並みは、外国人カップルにも人気が高く、特に小樽運河
は「フォトウェディング」の人気スポットとなっています。
　また、近年では香港や台湾のカップルの間で、日本で
のハネムーンも兼ねた「リーガルウェディング」の人気
が高まってきています。海外で挙式するだけではなく、
その国の法律に則って結婚の手続きをする「リーガルウ
ェディング」は法的な効力を持ち、自国に戻った後、日
本での受理証明書を提出すると、両国に婚姻記録が残る
ことになります。
　今年の5月末、香港在住のカップルが小樽市役所に婚
姻届を提出するセレモニーが行われました。ジュネイ
ル・ライアン・エラさんとカーマン・レンさんのカップ
ルは、友人のカメラマンが撮った小樽の写真を見て、海
に面した美しい景色に、「ぜひ小樽で結婚式を挙げたい」
と、ウェディングプロデュース会社を通じて、小樽市に

「リーガルウェディング」の相談をしました。小樽市で
は初めての取り組みでしたが、事前の必要書類の手続き
など、戸籍住民課や観光振興室の職員の方々が積極的に
協力し、無事にセレモニーを挙げることができました。
　市内のホテルで挙式を終えた二人は、タキシードとウ

HOKKAIDO 北海道日本香港協会

北海道日本香港協会　事務局

人気の観光スポット「小樽運河」

小樽市の中松市長に婚姻届を提出する香港在住のカップル

記念品贈呈

パネルディスカッション

議長挨拶　佐々木克氏 副会長挨拶　三輪浩氏

KYUSHU 九州日本香港協会

九州日本香港協会　事務局

ジョナサン・チョイ氏特別講演
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ランドなどアジア・オセアニア地域に展開をしていく
とのこと。
　沖縄の「地元のビール」からアジアのビールになる
ことが期待されます。
◆（有）丸市ミート
　（有）丸市ミートは昭和10年創業の沖縄では老舗の
食肉卸販売会社ですが、県の海外事業展開の支援を受
けて2007年より香港に豚肉（沖縄県産豚及びアグー）
の輸出を開始しました。
　沖縄では歴史的に中華圏の影響を受け、豚肉が多く
食されていますが、香港も豚肉の消費量が多く、かつ
高付加価値の豚肉を購入していただける富裕層が多く
いることが、香港のマーケットの大きな魅力となって
います。
　現在、ANA（全日本空輸（株））が沖縄・那覇空港
において貨物ハブ事業を展開していますが、丸市ミー
トでは、香港の輸出にこの航空貨物を利用しており、
通常一か月程度かかる期間が航空貨物の利用により一
週間程度で顧客に届いており、大変好評を得ていると
のことです。
　航空輸送運賃は沖縄県より助成を受けていますが、
輸出手数料やハンドリングチャージを含めた輸送コス
トは、やはり船便より割高であり今後の課題となって
います。
　沖縄の固有の豚であるアグーの肉の特徴は、脂身の
おいしさにありますが、香港では「脂身を削ってくれ」
とのリクエストが多く当初苦慮しましたが、スーパー
などで実演・試食販売を多く行うことにより、アグー
も受け入れられるようになり、販売量も増えてきてい
ます。
　沖縄の食肉輸出会社が協力し沖縄県食肉輸出促進協
議会を設立、協議会では香港に保冷倉庫を確保してお
り、今後、沖縄の食肉が更に香港で広がることが期待
されています。

沖縄の企業の香港でのビジネス展開

　沖縄日本香港協会では、会員企業である2社の香港
でのビジネス展開をインタビューしましたので報告い
たします。
◆オリオンビール（株）
　沖縄で県民に愛飲される新鮮なビールを生産してい
るオリオンビール社は、2002年、香港を中心にアジ
アで琉球料理・日本料理店を展開するENグループの
協力で香港においての缶ビール・瓶ビールの販売を始
めました。
　2005年には日本食材・飲料を多く取り扱っている
海昌隆有限公司と提携、シティスーパーなどの高級ス
ーパーに並ぶようになり売上が増加しました。しかし
ながら当初は沖縄から神戸経由で出荷していたことか
ら輸送コストがネックとなっていました。その後販売
量の増加に伴い沖縄から直接香港に輸出するルートを
確保、2009年には、沖縄県が支援する海外人材育成
支援事業を利用し、担当社員を香港に派遣すると共
に、オリオンビール（株）、沖縄県物産公社、海昌隆
の連携で香港でのビール販売事業を展開してきまし
た。
　香港での販売量は４年前には21キロリットルでした
が、昨年は244キロリットルと10倍以上の伸びを見せ
ており、今後も販売量は増加すると見込んでいます。
　オリオンビール（株）の香港への輸出量は、台湾

（624キロリットル）アメリカ（316キロリットル）に
次ぐ第3位の輸出先となっています。
　日本のビール（キリン、アサヒ、サッポロなど）は
すでに中国やアジア地域で製造されており香港でも定
着していますが、オリオンビールとしては、「日本製
のビール」として展開していきたいとのことです。
　今後は、海外の地域ごとに担当者を配置し、ベトナ
ム、フィリピン、韓国、オーストラリア、ニュージー

写真を撮る人など途切れることなく続き、退席までの
30分はあっという間に過ぎていきました。その後、ア
トラクションとして南条幾代さん等3名による素晴らし
いフラダンスも披露され、参加した会員の皆様も楽しく
懇談されておりました。
　いよいよ2014年度の事業が始まります。知事の激励
もありました。宮城の発展の一翼を担うべく、震災を発
展のばねにして今年度の事業を展開して参ります。

平成25年度第3回香港文化教室を開催
　3月19日（水）第3回目の香港文化教室「中国料理教
室」を開催しました。会場は前回と同じく、中国餐庁

「北京」にて、好評につき事務局を含めて26名の方々に
参加いただきました。料理長の芳賀公彦氏から、コース
メニューの「白身魚の烏龍茶クリームソース」の作り方
を指導いただきました。烏龍茶葉を入れ、烏龍茶に調味
料を加えて味付けをし、澱粉粉で餡をかけソースにする
など、日常ではなかなか作ったことの無い料理で、参加
者からは「どんな烏龍茶でもできるのかしら？」などの
質問もありました。
　また、各テーブルの方々も仲良くなり、自己紹介する
などして、先月の春節パーティーに初参加された方々の
感想も聞くことができ、「いろんな会に参加しているが、
この女性部会は企画がいつも楽しいのでまた参加したい
わ」などのご意見もいただきました。

平成26年度通常総会＆記念セミナー開
催

　5月20日（火）17:30からパレス平安5階「エトワール
ホール」において、2014年度通常総会＆記念セミナー
を開催致しました。来賓として、宮城県国際経済・交流
課長の三坂達也氏、仙台市国際経済・観光部長の嶺岸浩
友氏、そしてセミナーの講師をも務める香港貿易発展局
日本首席代表の古田茂美氏にご出席頂き、76名（委任
状出席を含む）の出席を得て行われました。小野寺会長
挨拶のあと、すぐに議事に入り、大坪代表理事の議事進
行により、第1号議案「2013年度の事業報告（案）並び
に収支決算（案）及び会計監査について」、第2号議案

「2014年度事業計画（案）及び収支予算（案）について」
の2議案について満場一致で可決・承認されました。
　続く記念セミナーにおいては、共催団体である特定非
営利法人宮城国際ビジネス交流支援ネットの事務局長の
挨拶のあと、古田茂美氏による「香港活用による宮城対
外経済拡大へ」と題した講演がありました。古田氏は言
われました。「今や、香港では日本の家庭料理にとても
関心がある。観光などで日本に来て、日本人が楽しんで
いる日本の郷土料理、家庭料理を味わい、日本料理ファ
ンになって帰国している。日本米のおいしさにも興味を
持ってきており、これから、益々日本食の需要も増える
ことでしょう」と。
　終了後、隣の会場に場所を変えての懇親会では、久々
に村井嘉浩宮城県知事が出席、大坪代表理事の挨拶のあ
とに登壇、香港との出会い、香港の素晴らしさ、そして
一日も早い香港定期便化をめざし、空港の民営化に取り
組んでいることなどの話がありました。仙台市の嶺岸国
際経済・観光部長の市長挨拶代読のあと、みやぎおかみ
会会長の磯田悠子さんの乾杯で幕を開け、懇談となりま
した。知事の出席もあって、知事に面会する人、一緒に

MIYAGI 宮城日本香港協会

宮城日本香港協会　事務局　武田　功

村井知事と小野寺会長、古田代表

会場風景

参加者も喜んでいます

OKINAWA 沖縄日本香港協会

沖縄日本香港協会　事務局

アグーの試食販売パシフィックプレイスで販売されるオリオンビール



FLYING DRAGON 2014/8　No.77

1514

耳を傾けておられまし
た。
　また、通常総会、講
演会の後に開催した交
流会では、田中次長に
もご参加いただき、会
員の皆様との間で、大
変和やかな雰囲気での
交流となりました。冒
頭では、当協会の蔵田

副会長より「講演会での香港の最新状況については、こ
れまで知らなかった事も多くあり、大変興味深いもので
あった」と挨拶がありました。談笑の途中には深山会長
より、出席者の皆様へ「香港フォーラム2014」への当
協会からの多数の参加について呼び掛けられ、そして、
会の最後では当協会の光本副会長より「今年度において
も、当協会としてより一層魅力ある事業を行っていきた
い」と締めの挨拶がありました。
　なお、この場をお借りして、ご多忙の中、当協会通常
総会にご参加いただき有益なご講演をいただいた香港貿
易発展局大阪事務所の田中次長には、改めて厚く御礼申
し上げます。
　今年度におきましても、当協会事務局として香港との
ビジネスを中心とした講演会やセミナー等を積極的に企
画・実施していく事により、協会会員の中から1社でも
多く、香港貿易発展局の各種サービスを活用され、香港
をパートナーとした海外での事業展開がなされることを
期待しております。

平成26年度　通常総会・講演会・交流会
　広島日本香港協会では、去る6月4日（水）に平成26
年度通常総会・講演会・交流会を開催しました。出席者
は36名（委任状41会員提出）で、ゲストとして、香港
貿易発展局・大阪事務所の田中洋三次長にご出席いただ
きました。冒頭、当協会の深山会長より「今年度も香港
や中国本土への事業展開を検討する会員企業の皆様に
は、香港貿易発展局の支援による、ビジネス・アドバイ
ザリーサービスやビジネス・マッチングなどの会員支援
サービスの積極的な活用や、当協会事業への多数の参加
をお願いする」との挨拶があった後、「平成25年度事業
報告及び決算報告」、「平成26年度事業計画案及び予算
案」ならびに「役員の改選」の3つの議案について、満
場一致で可決・承認され、滞りなく終了しました。
　続く講演会では、当協会設立5年目という節目を迎え
るにあたり、田中次長より「香港の最新事情について」
と題した、講演を行っていただきました。ご自身の香港

駐在時における豊富
な経験や知識を織り
交ぜながら、香港にお
ける近年の市場概況
に始まり、日系企業の
進出成功事例、香港貿
易発展局のサービス
など、講演配布資料以
上の多くの情報には、
会場の皆様も熱心に

が測定されます。そして、不良米の混入率や含有量をそ
れぞれ専門の機械で測定し、玄米の時点から安全性の確
認をしています。精米する過程では、着色米を除去する
色彩選別機などを導入し高品質なコメを流通できるよう
にしています。米の美味しさを点数化する食味計や安定
した精米品質を保持するための白度計なども導入し、品
質の安定化も図っています。
◆3　今後の展望
　2011年は69トン、2012年は225トン、そして2013年
は380トンと年々輸出量は増えています。さらに本年は
1000tの輸出を見込んでいます（昨年、本年は香港以外
も含む）。
　良質な日本米は非常に人気が高く、取扱店舗も日本食
レストラン・スーパー・外食チェーン店を中心に拡大し
ています。また、現地では日本の「コメ文化」が広がっ
ていると言います。その代表的な例は「おむすび」です。
華御結（はなむすび）という名前でビジネス街を中心に
店舗を拡大しているお店があります。新潟から輸出され
た新潟産コシヒカリを使用し、ショーケースに並べられ
た「おむすび」をお客様が自由に選んで購入できる仕組
みです。テーブルや机を用意している店舗もあり、ビジ
ネスマンが朝食として利用しているそうです。このよう
にお米の消費を拡大させていく為には、単なるコメの輸
出だけではなく、「日本食文化」の輸出が必要です。昨
年、「和食」がユネスコ無形文化遺産に登録されました
が、今が絶好のチャンスではないかと思います。また、
ご当地新潟では新潟市が農業と雇用分野での国家戦略特
区に指定されました。これによって、農産物及び食品の
輸出促進が図られ、今後は香港を初めとした海外販路が
ますます拡大していくことと思います。日本食を現地の
ニーズに適合化させ、リピーターを増やしていくことが
国内の生産量を増やし、輸出を促進させていくカギにな
ると思います。

（㈱クボタ発行「GLOBAL INDEX」掲載記事を加筆修正）

農家のためにとスタートしたコメの輸出
◆1　香港へのコメ輸出における背景
　2011年、東日本大震災が発生した年。メーカーであ
るクボタが「農家への恩返しのために」と日本米輸出プ
ロジェクトをスタートさせました。その思いに賛同した
新潟クボタ、そしてその子会社である新潟農商がコメ輸
出に向けた国内での集荷・流通を担う事となりました。
　輸出先として注目したのが世界の食材、料理が集まる
食の宝庫、そして世界有数の食通の街として知られる

「香港」でした。農産物のほとんどは輸入に頼っており、
コメに関していえば100％が輸入です。日本米の輸入量
は低い水準ではありましたが、日本食そのものは古くか
ら香港の人々に愛されています。また、日本食の普及も
進んでおり、日系の外食チェーンが進出しリピーターを
着実に増やしています。日本米の輸出ビジネスを始める
には絶好のチャンスでした。
◆2　新しい発想での輸出モデル
　すでに先行していた輸出用米との差別化を図るため
に、新しい輸出モデルを考案し最終的に辿り着いた新た
な発想が「玄米輸出と現地精米」でした。従来は日本で
精米したコメを輸送し現地で販売していました。しか
し、このような方法では時間と共に鮮度が落ち、日本米
が持つ本来の味を現地で味わうことができません。そこ
で、その問題を解決する方法が、集荷したコメの鮮度を
保つために全て玄米の状態で輸出し、香港に精米工場・
低温倉庫を建設し、玄米を低温倉庫で保管、注文を受け
てから精米し販売するという新しいモデルでした。さら
に、美味しく食べて頂くためには炊飯の仕方が重要で
す。そのために調理場にクボタの「業務用自動洗米炊飯
器」を導入し、お客様が日本米を口に運ぶまで一気通貫
のクボタの総合力を生かしたビジネスモデルを確立しま
した。
　また、現地の精米施設は品質管理を徹底しています。
輸入された玄米は直後にサンプルが採取され放射能濃度

NIIGATA 新潟日本香港協会

新潟日本香港協会会員　株式会社新潟農商 代表取締役社長　伊藤 公博

精米施設 農家様との視察

HIROSHIMA 広島日本香港協会

広島日本香港協会　事務局　黒永　康太郎

　          　　　　　 香港貿易発展局
　　　2014年／2015年　香港トレードフェアカレンダー

2014年8月現在
2014年 日程 展示会名 会場 2015年 日程 展示会名 会場

8月 14-16 香港インターナショナル・ティー・フェア／香港国際茶展 H 1月 12～14 香港国際ライセンシングショー H
14-16 漢方博覧会　現代漢方＆ヘルスケア製品展・国際会議 H 12～15 香港玩具＆ゲームフェア H
14-18 フード・エキスポ H 12～15 香港国際文具フェア H
14-18 香港家電＆日用品展 H 12～15 香港ベビー用品フェア H

9月 3～7 香港ウォッチ＆クロック・フェア H 19～20 アジア金融フォーラム H
10月 13～16 香港エレクトロニクス・フェア（秋） H 19～22 香港ファッション・ウィーク（秋／冬） H

13～16 エレクトロニックアジア H 19～22 ワールド・ブティック香港 H
27～30 香港インターナショナル・ライティング・フェア（秋） H 2月 13～16 教育＆職業エキスポ H

29～11/1 エコ・エキスポ・アジア－環境保護関連国際見本市 A 3月 2～6 香港インターナショナル・ダイヤモンド、ジェム＆パール・ショー A
29～11/1 香港国際建築資材・装飾資材・機械設備展 A 4～8 香港インターナショナル・ジュエリー・ショー H

11月 5～7 香港オプティカル・フェア H 23～26 香港フィルマート H
6～8 香港インターナショナル・ワイン＆スピリッツ・フェア／

香港国際美酒展 H 　　　　会場：H　香港コンベンション＆エキシビション・センター
　　　　　　　A　アジア・ワールド・エキスポ（Asia World Expo）
　　　　　　　　上記イベントは中止・日程変更になる場合がございます
　　　　　　　　最新情報は香港貿易発展局の日本語公式サイトよりご確認ください

18～19 アジア物流＆海運会議 H
12月 4～6 世界中小企業エキスポ H

4～6 イノベーション・デザイン＆テクノロジー・エキスポ H

英・中文サイト：www.hktdc.com/　　日本語サイト：www.hktdc.com/japan
　　　　　　　　東京事務所：〒102-0083　東京都千代田区麹町3-4 卜ラスティ麹町ビル6階　Tel：03-5210-5850　Fax：03-5210-5860　e-mail=tokyo.office@hktdc.org
　　　　　　　　大阪事務所：〒541-0052　大阪市中央区安土町2-3-13 大阪国際ビルディング10階　Tel：06-4705-7030　Fax：06-4705-7015　e-mail=osaka.office@hktdc.org

通常総会の様子

田中洋三香港貿易発展局
大阪事務所次長による講演
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Contemporary cuisine with sweeping city views

ダイナミックな景観と愉しむコンテンポラリーなお料理

conradtokyo.co.jp/collage

tokyoinfo@conradhotels.com

ご予約 / Reservations: 03-6388-8745

Experience Michelin-starred Chef de Cuisine Shinya Maeda’s innovative 

approach to dining with the very best of French and European culinary 

styles, ingredients and unique presentation.

選りすぐりの食材と洗練されたシェフ独自のプレゼンテーション
フレンチとヨーロピアンスタイルが見事に調和したダイニング
ミシュランで星を獲得しているシェフ・ド・キュイジーヌ前田慎也の
革新的なアプローチをご堪能ください

MODERN � ne DINING


